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今月の主な内容

■平成6年 度町表彰式

■「鮭」のシンボルマーク決定

■「標津目林署」存続決まる

■標津病院 ・医師紹介

丹聯H+鍛

剛
,こ11,|1普

警漣輩1躍譜1謹釘擦選詳矯薇題亜1麟譲預

漁業者自らが新鮮な海の幸を格安で販売し、消費拡大を図

ろうと、毎週土曜日、町商工会前駐車場で行っている 「標津・

魚の日」の即売会が大好評です。

町内はもとより、町外からもたくさんの人でにぎわってい

ます。
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平
成
六
年
度
標
津
町
表
彰
式
が
十

一
月
十
八
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
本
町
の
経
済

・
社
会

福
祉

・
教
育

・
文
化
な
ど
の
発
展
に
顕

著
な
功
績
の
あ

っ
た
個
人
や
団
体
に

対
し
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
表
彰
状

を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の

で
す
。

今
年
度
は
功
労
者
五
人
、
優
良
勤
労

者
四
人
を
表
彰
、
ま
た
三
十
年
間
町
税

納
期
内
完
納
者
と
公
益
の
た
め
多
大

の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
被
表
彰
者
や
来
賓
な
ど

八
十
人
が
出
席
。
「町
歌
斉
唱
」
に
始
ま

り
、
「先
人
に
対
す
る
黙
と
う
」
を
さ
さ

げ
、
受
賞
者
の
紹
介
と
と
も
に
表
彰
並

び
に
感
謝
状
の
贈
呈
の
あ
と
、
国
や
道

な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
た
方
々
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

山
口
助
役
の
式
辞
で
は

「本
町
が
今

日
あ
る
の
は
郷
上
の
建
設
に
寄
せ
ら
れ

た
町
民

一
人
ひ
と
り
の
英
知
と
た
ゆ
ま

ぬ
発
展

へ
の
努
力
の
賜
も
の
。
本
日
、

表
彰
さ
れ
た
皆
様
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、

心
か
ら
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
表
わ
し
ま

す
。
今
後
も
従
来
に
ま
さ
る
町
づ
く
り

に
対
す
る
ご
啓
発
や
ご
協
力
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
早
川
永

一
郎

谷
　
辰
　
雄
さ
ん
ｍ

岸
〉

さ
ん
が

「
こ
の
度
の
受
賞
は
身
が
引
き

締
る
思
い
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り

お
役
に
立
ち
た
い
」
と
、
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
表
彰
式
を
閉
じ
、
引
き
続
き
視
賀

会
が
行
わ
れ
、
受
賞
を
喜
び
合
い
ま
し

あた
。写

真
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
被
表
彰
者

は
３
ペ
ー
ジ
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

祝
賀
会
で
は
受
賞
を
喜
び
合
い
　
一

ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

つべあり騨諾:辮騨鶴鶉ぐ盤

∩ 矢 定 早

∩ 素

】ヒ 不」

絵 渋

碍鍮

川
　

水ヽ

一

標

津
〉

郎

さ
ん
の

吹
　
美

北
〉

保

さ
ん
⑩

義

春

さ
ん
佃

―一一――
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軸
諏

騨
い欅

稔 野

津 「
l

さ
き
子
さ
ん
ｍ

一目
　
西

〈標

　

津
〉
と
月
〓
斎
即
さ
ん
は

Ｗ
メ
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=標 岸漁協冷凍加工場勤務=
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稔 小

津 野

日
比
野
　
利

〈標

　

津
〉

春

さ
ん
⑩

啓
≧
吾
ヱ
丁
さ
ん
価

▽
三
十
年
間
納
期
内
完
納
者
表
彰

青
木

一
雄
さ
ん

（古
多
糠
▼

石
田
勝

美
さ
ん

（北
標
津
）
・
伊
藤
悦
子
さ
ん

（同
▼

井
上
均
さ
ん

（古
多
糠
▼

遠
藤

昭
男
さ
ん

（同
▼

大
谷
武
美
さ
ん

（川

北
）
・
大
桃
健
作
さ
ん

（北
標
津
）
・
大

桃
幸
男
さ
ん

（同
▼

小
笠
原

一
郎
さ
ん

（川
北
▼

奥
村
久
雄
さ
ん

（伊
茶
仁
▼

小
山
内
国
宝
さ
ん

（川
北
▼

小
野
忠
義

さ
ん

（古
多
糠
▼

小
原
稔
雄
さ
ん

（古

多
糠
）
・
加
藤
鶴
雄
さ
ん

（川
北
）
・
金

井
木
代
太
さ
ん

（古
多
糠
▼

川
瀬
孝

一

さ
ん

（古
多
糠
▼
管
野
正
敏
さ
ん

（同
▼

工
藤
松
夫
さ
ん

（北
標
津
▼

栗
栖
孝
行

さ
ん

（同
）
・
栗
栖
守
さ
ん

（同
）
・
黒

坂
正
作
さ
ん

（標
津
▼

近
藤
清
治
さ
ん

（同
）
・
小
岩
晃
さ
ん

（茶
志
骨
）
・
小
玉

茂
樹
さ
ん

（古
多
糠
▼

坂
回
宗
光
さ
ん

（同
▼

匂
坂
勝
郎
さ
ん

（茶
志
骨
▼

桜

井
幸
雄
さ
ん

（川
北
▼

故
佐
藤
得
三
さ

ん

（古
多
糠
▼

更
谷
直
市
さ
ん

（茶
志

骨
）
・
斉
藤
庄
治
さ
ん

（川
北
）
・
佐
藤

俊
二
さ
ん

（標
津
▼

柴
田
千
代
治
さ
ん

（忠
類
）
下
山

一
夫
さ
ん

（川
北
）
・
杉

本
政
秋
さ
ん

（古
多
糠
▼

陶
山
保
さ
ん

（忠
類
）
・
高
橋
道
治
さ
ん

（北
標
津
▼

故
田
中
恵
さ
ん

（同
▼

田
中
利
男
さ
ん

（同
▼

田
中
不
二
夫
さ
ん

（同
▼

田
畑

寛
さ
ん

（川
北
▼

田
村
豊
さ
ん

（古
多

糠
）
武
田
政
男
さ
ん

（同
▼

千
葉
博
志

さ
ん

（川
北
▼
寺
崎
勲
さ
ん

（古
多
糠
▼

徳
永
潔
さ
ん

（川
北
▼
響
敏
重
さ
ん

（北

標
津
）
・
響
秀
信
さ
ん

（同
）
・
星
源
太

郎
さ
ん

（古
多
糠
▼
間
野

一
弘
さ
ん

（薫

別
）
・
丸
山
満
夫
さ
ん

（古
多
糠
）
上
二

船
量
吉
さ
ん

（薫
別
▼

村
上
順
貞
さ
ん

（北
標
津
▼

森
井
登
さ
ん

（川
北
▼

山

下
清
さ
ん

（北
標
津
▼

山
田
辰
吾
さ
ん

（忠
類
▼

弓
場
重
光
さ
ん

（川
北
Ｙ

吉

田
国
吉
さ
ん

（古
多
糠
▼

吉
田
龍

一
さ

ん

（北
標
津
▼

類
瀬
初
之
助
さ
ん

（標

津
）
・
渡
辺
運
雄
さ
ん

（同
）

株
式
会
社
上
回
組

（川
北
）

〈褒
章
の
部
〉

株
式
会
社
上
国
組

（川
北
）

〈表
彰
の
部
〉

▽
総
務
庁
長
官
表
彰

佐
々
木
信

一
さ
ん

（標
津
）

▽
道
社
会
貢
献
賞

日
村
豊
さ
ん

（古
多
糠
）

▽
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

加
瀬
藤
夫
さ
ん

〈特
別
表
彰
〉
（崎
無

異
）
・
小
原
稔

雄
さ
ん

（古
多
糠
▼

古

瀬
斡
士
さ
ん
（川
北
）

以
上
の
ほ
か
に
も
各
種
表
彰
を
受
け

た
方
々
が
お
り
ま
す
が
、
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

襴
職
餓
麟
簿
，襴
Ｍ



サケ・ホタテ消費
流通対策協議会

「番屋賞」も選び
1戦開ス解歩勤ナ認躍し淵雛ンし 香屋のマークにも

饗i図がり冴雫平繋拶:閉:解謝

札幌の樽崎さん揮緩予騨)が特選に

生
産
、
加
工
、
味
の
三
拍
子
そ
ろ

っ

た
日
本

一
の

「標
津
の
サ
ケ
」
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し

て
い
た
標
津
町
サ
ケ

・
ホ
タ
テ
消
費
流

通
対
策
協
議
会

（会
長

・
鈴
木
輝
英
標

津
漁
協
組
合
長
）
は
、
十

一
月
十
六
日
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
選
考
会

を
開
き
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

公
募
は
全
国
の
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送

っ
て
応
募

を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

が
実

っ
て
、
遠
く
は
熊
本
県
、
佐
賀
県

な
ど
全
国
各
地
か
ら
予
想
を
大
幅
に
上

回
る
二
百
七
十
七
点
も
の
力
作
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

特
選
に
は
札
幌
市
の
樽
崎
愛
美
さ
ん

（北
海
道
綜
合
美
術
専
門
学
校

一
年
）
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
樽
崎
さ
ん
の

作
品
は
、
サ
ケ
の
甫
答
思が
北
一汽

）
に
巻

き
付
い
て
お
り
、
大
き
め
の
字
で
標
津

の
位
置
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は

ハ
ッ
ピ
や

の
ぼ
り
、
魚
箱
な
ど
に
印
刷
さ
れ
、
標

津
産
サ
ケ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
入
選
作
品
以
外
に
も
す
ば
ら

し
い
作
品
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
「落

選
作
を
た
だ
返
す
の
は
惜
し
い
」
と
、
十

一
月
二
十
二
日
、
町
内
の
三
十
二
カ
統

の
番
屋
の
内
、
十

一
カ
統
が

「番
屋
賞
」

を
選
び
、
番
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
看

板
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
提

案
者
の
戸
田
雅
彦

・
同
協
議
会
実
行
委

員
長
は

「作
品
を
寄
せ
て
く
れ
た
人
と
、

番
屋
を
も

つ
漁
業
者
の
交
流
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

入
選
作
品
は
写
真
の
と
お
り
で
す
。

回 樽崎愛美さん(本し幌市)

中澤 夏 希さん

(東京都)

工

般

の
部
〕

〔小
中
学
生
の
部
〕

Ｈ
囚
田
ＨＨ
（左
の
３点
）中西 和 哉さん

(石川県)

】ヒ川  ,台 さん

(愛知県)

Ｈ囚
間
Ｈ【
（左
の２点
）

古
賀
　
功

一
さ
ん

（標
津
小
６
年
）

新
居
　
志
宇
さ
ん

（標
津
小
６
年
）

標津産サケをPR



の
格
安
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
】
〉

一
ト

ン
を
用
意
し
ま
し
た
が
、
二
百
人
余
り

の
人
が
開
始
時
間
を
待
ち
切
れ
ず
に
列

町
内
の
水
産
関
係
者
が

七
月
に
結
成
し
た

「標
津

町
サ
ケ

・
ホ
タ
テ
消
費
流

通
対
策
協
議
会
」
が
九
月

二
十
四
日
か
ら
町
商
工
会

駐
車
場
で
行

っ
て
い
る
も

の
で
、
標
津
の
新
鮮
な
海

の
幸
を
格
安
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

十

一
月
ま
で
は
サ
ケ
の

原
価
販
売
が
メ
ー
ン
で
し

た
が
、
十

一
月
末
に
は
サ

ケ
定
置
網
漁
が
終
了
す
る

た
め
、
今
後
は
ホ
タ
テ
販

売
に
主
役
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

十

一
月
十
二
日
か
ら
さ

っ
そ
く
お
目

見
え
し
た
ホ
タ
テ
は
、　
一
キ

ロ
二
百
円

を

つ
く
り
、　
一
人
十
キ

ロ

ま
で
の
制
限
販
売
に
も
か

か
わ
ら
ず
わ
ず
か
十
分
で

売
れ
切
れ
、
急
き
ょ
、　
一

ト

ン
を
追
加
し
ま
し
た

が
、
三
十
分
も
た
た
ず
に

売
り
き
れ
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
。

十

一
月

二
十
六

日
に

は
、
サ
ケ
水
揚
げ
日
本

一

奪
回
記
念
と
し
て
、
標
津

漁
港
地
方
卸
売
市
場
で
生

サ
ケ
、
新
巻
、
イ
ク
ラ
、
ホ

タ
テ
な
ど

の
販
売

の
ほ

か
、
あ
き
あ
じ
鍋
先
着
二

百
食
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
す
る
な
ど
の
大

漁
感
謝
祭
も
行
わ
れ
、
ま
す
ま
す

「魚

の
日
」
が
人
気
を
呼
び
そ
う
で
す
。

新鮮なホタテも加わり、にぎわいを

見せる 「魚の日」即売会

「標津 ,.魚1範:翻調 △蚕
士冗“翻

毎
週
土
曜
日
の

「標
津
・
魚
の
日
」
の

即
売
会
が
町
内
外
か
ら
、
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

求郭!輛斃!欝弱

-12月 はホタテがメーンー

新鮮なシ回ザケ(銀毛)の缶詰

と聾算里生士仝聖ュ聖:埋坐?野:_1上_」

水
産
加
工
の
技
術
開
発
な
ど
を
手

が
け
て
い
る
町
ふ
れ
あ
い
加
工
体
験

セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
、
地
場
産
の
シ

ロ
ザ
ケ
を
使

っ
た
水
煮
缶

「銀
の
恵

み
」
を
開
発
し
評
判
に
な

っ
た
の
に

続
き
、
今
回
は
第
二
弾
と
し
て

「銀
の

輝
き
」
「銀
の
旅
立
ち
」
の
二
種
類
の

サ
ケ
の
缶
詰
を
開
発
、
こ
の
度
、
試
験

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ⅲ
l

(ャ

ふ
れ
あ
い
加
工

体
験
セ
ン
タ
ー

今

回

開
発

さ

れ

た

「銀
の
輝
き
」
は
シ
ロ
ザ

ケ
を
フ
レ
ー
ク
状
に
し

て
油
漬
け
に
し
た
シ
ー

チ
キ
ン
タ
イ
プ
。
あ

つ

さ
り
し
て
い
る
の
で
、

サ
ラ
ダ
な
ど
に
最
適
と

い
い
ま
す
。

一
方
、
「
銀

の
旅
立

ち
」
は
シ
ロ
ザ
ケ
の
中

骨
と
地
元
の
フ
キ
を
し

ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、
酒
な

ど
で
じ

っ
く
り
煮
込
ん

だ
も
の
。
地
元
の
家
庭

で
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ

て
い
る
マ
ス
と
フ
キ
の

ア
ラ
煮
の
味
付
け
を
再

現
し
ま
し
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
銀
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

価
格
は
三
種
類
と
も

一
個
二
百
円
。

贈
答
用
と
し
て

「
銀
の
恵
み
」
を
加
え

た
三
種
類
二
個
づ

つ
詰
め
合
わ
せ
で
、

一
セ
ッ
ト
千
五
百
円

（価
格
は
い
ず
れ

も
希
望
小
売
価
格
）
。
ほ
か
に
三
個
セ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

販
売
は
町
内
の
商
店
や
サ
ー
モ
ン
ハ

ウ
ス
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
同
加
エ
セ

ン
タ
ー
の
生
産
能
力
は

一
日
百
二
十
缶

で
、
需
要
に
追
い
付
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

（
※
同
加
エ
セ
ン
タ
ー
で
は
販
売
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
）



やグ藷艶
―標津営林署―

林
野
庁
は
、
こ
の
ほ
ど
本
年
度
末
ま

で
に
道
内
十

一
の
営
林
署
を
統
廃
合
す

る
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
今
回
統

廃
合
が
心
配
さ
れ
て
い
た
標
津
営
林
署

は
、
存
続
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

標
津
営
林
署
は
、
地
域
の
豊
富
な
森

林
資
源
の
保
護
と
活
用
の
た
め
、
昭
和

三
十
六
年
に
開
庁
し
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
二
年
に
示
さ
れ
た

「国
有
林
野
事

業
の
特
別
整
備
計
画
」
（長
期
合
理
化
計

画
）
以
来
、
合
理
化
、
統
廃
合
の
矢
面

に
立

っ
て
き
ま
し
た
。
人
員
の
削
減
、

組
織
の
合
理
化
は
避
け
ら
れ
な
か

っ
た

も
の
の
、
幾
度
と
な
く
あ

っ
た
廃
止
の

危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

町
晟
鍋
総
闘
鑓
美
る

こ
の
度
の
存
続
決
定
も
、
存
続
に
対

す
る
陳
情
や
町
内
会
、
議
会
決
議
な
ど

町
を
あ
げ
た
粘
り
強
い
運
動
が
実

っ
た

も
の
で
あ
り
、
林
野
庁
な
ど
関
係
機
関

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

な
お
、
中
標
津
営
林
署
は
標
津
営
林

署
に
統
合
さ
れ
、
管
理
セ
ン
タ
ー
に
な

り
ま
す
。

存
続
が
決
定
し
た標

津
営
林
晋

難
謙
鶴
】聞
！郷
艦

椰選
髄
難
襲
畿
出

―
忠
類
小

の
児
童

が
熱
演
―

十
月
三
十

一
日
、
忠
類
小
学
校

（山

田
武
校
長

・
児
童
六
人
）
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な
す
苑
で
、
「出
前

学
芸
会
」
を
開
き
、
お
年
寄
り
た
ち
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。

こ
の
初
の
試
み
は
、
児
童
の
体
験
学

習
と
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
兼
ね
た

も
の
で
、
舞
台
装
置
、
衣
装
な
ど
を
ト

ラ
ッ
ク
で
運
び
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
協
力
し
実

現
さ
せ
ま
し
た
。　
　
　
　
十

出
し
物
は
器
楽
演
奏
で

「水
戸
黄
門
」

遊
戯

「蝶
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」
＝
写
真
＝
、

一
輪
車
演
技
、
劇

「
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し

お
う
」
な
ど
の
ほ
か
、
児
童
の
母
親
ら

七
人
も

「な
に
わ
節
だ
よ
人
生
は
」
の

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
た
ち
は
、
「
た
い
し
た
、
じ

ょ
う
ず
だ

っ
た
ね
」
「自
分
の
子
供
の
こ

ろ
に
戻

っ
た
よ
」
と
感
激
し
て
い
ま
し

わた
。山

田
校
長
は

「
こ
れ
ほ
ど
喜
ん
で
く

れ
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
来
年
も

で

き
れ
ば
訪
問
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま

し
た
。

響
播
隅
鵜
器
，糖
灘
一熊

―

は
ま
な
す
苑
―

は
ま
な
す
苑
に
あ
る
幸
福
の
本
が
花

を
咲
か
せ
て
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
木
は
同
苑
が
オ
ー
プ
ン
し
た
昨

年
四
月
に
役
場
庁
舎
か
ら
運
ば
れ
た
も

の
で
、
今
で
は
三
メ
ー
ト
ル
も
全
向
さ

に
成
長
し
ま
し
た
。

「
お
正
月
を
前
に
何
か
幸
運
が
訪
れ
る

の
で
は
…
」
と
村
山
施
設
長
は
話
し
て

い
ま
す
。

一黙
一豚
劇
働
嬰
”蝸
総

―
標
津

お
や
こ
劇
場
―

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
お
な
じ
み

の
人
形
劇
団

「
ポ
ポ

ロ
」
に
よ
る
公
演

が
、
十

一
月
十
日
、
標
津
小
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
公
演
は
、
標
津
お
や
こ
劇
場

（椎

久
真
理
子
代
表
）
の
主
催
で
開
か
れ
、
出

し
物
は

「ブ
ナ
よ
ブ
ナ
よ
」
と

「百
万

回
、
生
き
た
ね
こ
」
。

う
た
と
人
形
に
よ
る
笑
い
も
ま
じ
え

た
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
ラ

・
ラ
イ
ブ
に

会
場
を
訪
れ
た
親
子
連
れ
な
ど
約
四
百

人
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
く
ぎ
づ
け
と
な
り
、

真
剣
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

目□回団目



目□回団田

釧
橘
郷
”霊
器
羅

十継
牌
権
一環
一一一僻
，副
一！那
一均
ド

ー

し
べ

つ
と
ど
わ
ら
太
鼓

２５

周

年

記

念
―

根
室
、
釧
路
管
内
の
郷
土
芸
能
の
祭

典
で
あ
る
、
「第
二
回
釧
根
芸
能
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
」
が
、
十

一
月
十
二
日
、
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

十
二
団
体
の
大
鼓
保
存
会
が
出
演
し
、

勇
壮
な
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

し
べ
つ
と
ど
わ
ら
太
鼓
保
存
会

（渋

谷
辰
雄

・
保
存
会
会
長
）
が
、
二
十
五

周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
今
年

は
本
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
保
存
会
の
演
奏
曲
は
、
Ｆ
吹
線
も

ま
じ
え
た

「金
山
流
れ
打
ち
」
と
、
翁

（お
き
な
）
、
お
か
め
の
面
を
着
け
コ
ミ

カ
ル
に
踊
り
な
が
ら
打

つ
「祝
い
太
鼓
」

の
二
曲
を
披
露
。
約
五
百
人
の
観
客
は

盛
ん
に
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

渋
谷
会
長
は

「
こ
れ
を

一
つ
の
節
目

に
も

っ
と
会
員
を
増
や
し
、
町
の
名
物

と
し
て
長
く
活
動
を
続
け
た
い
」
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

！博
鮒
灘
峰
謙
鉛
謝

！黙
一修
鰭
締
繋
愁
鑑

―

川
北
地
域
子
ど
も
会
―

川
北
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会

（吉

田
智
会
長
）
は
、
十

一
月
三
日
、
川
北

公
民
館
前
で
交
通
安
全
、
防
犯
も
ち

つ

き
大
会
を
開
催
。
川
北
市
街
と
サ
ー
モ

ン
科
学
館
入
り
口
で
、
信
号
機
の
色
に

見
立
て
た
三
色
の
も
ち
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
り
、
交
通
安
全
と
防
犯
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

震
練
一掛
一撫
靭
間

―
消
費
者
協
議
会

が

古
　
紙
　

回
　
収
―

「限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
」
と
、
町

消
費
者
協
議
会

（口
村
君
江
会
長
）
は
、

十

一
月
十
四
日
、
町
民
の
協
力
を
得
て

古
紙
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
古
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
の
回
収
を
毎
年
、
年
二
回

実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
四

・
八
ト
ン

も
の
古
紙
を
回
収
、
さ

っ
そ
く
業
者
に

引
き
取

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
回
収
し
た
中
に
は
牛
乳
パ
ッ

ク
も
あ
り
、
標
津
農
協
店
舗
に
出
し
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
交
換
し
て
も
ら

い
、
川
北
公
民
館
で
使

っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

”餓
鐙
ロ

ー
英
語
指
導
助
手

の

サ
ル
カ
ー
ズ
さ
ん
が
講
師
―

今
年
七
月
に
英
語
指
導
助
手
の
キ
ャ

サ
リ
ー
ン
・
サ
ル
カ
ー
ズ
さ
ん
が
、
講

師
を
務
め
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

が
鳩
ケ
丘
体
育
館
で
十

一
月
五
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

サ
ル
カ
ー
ズ
さ
ん
は
、
カ
ナ
ダ
で
エ

ア

ロ
ビ
ク
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

行

っ
て
い
た
経
歴
を
持

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
度

エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
愛
好
会

が
講
師
を
お
願
い
し
た
も
の
。

軽
快
な
音
楽
が
流
れ
る
中

で
、
基
本

的
な
動
作
か
ら
始
ま
り
、
徐

々
に
熱
を

帯
び
、
六
十

一
人
の
参
加
者
は
快
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

馳
盛
盟
裂
範̈
が

受
拙
禁
稽
熱
舞

―
標
津
中

・
文
化
祭
―

十

一
月
五
日
、
六
日
に
標
津
中
学
校

の
文
化
祭
が
開
か
れ
、
六
日
の
舞
台
で

は
先
生
と
父
母
に
よ
る
い
じ
め
を
テ
ー

マ
と
し
た
劇

「み
ん
な
大
き
ら
い
！
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

舞
台
に
立

っ
た
の
は
生
徒
の
お
母
さ

ん
八
人
と
男
の
先
生
五
人
。
先
生
が
詰

め
襟
、
お
母
さ
ん
と
先
生

一
人
が
セ
ー

ラ
ー
服
で
登
場
す
る
と
、
ド
ッ
と
笑
い

が
広
が
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
に
笑
い
と
感
動
を
与
え
、

生
徒
と
先
生
、
父
母
の
三
者
の
き
づ
な

を
よ
り
強
い
も
の
に
し
ま
し
た
。



自分たちのまち知づているようで琶騨数日らない

◆
今
回
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
た
の
は
…

う

　

りヽ

　

の

の

ぼ

る

『浦
野
　
昇
』
さ
ん
で
す

―
若

草

町
―

●生まれ/九 州 ・鹿児島県

●前住所/森 町 (道南)

●勤務先/標 津化成llAl

(製造部長)

0年 齢/46歳

●趣味/魚 釣り、花栽培

●今年8月 に標津町民となる。

家族は現在、奥さんと小学1年

生のお嬢ちゃんの3人暮らし。

)トャ

―
―
北
海
道
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
い

つ
頃
で
す
か
？
ま
た
、
そ
の
頃
ど
こ
に

住
ん
で
い
ま
し
た
か
？

そ
う
で
す
ね
二
十
年
位
前
に
な
り
ま

す
か
。
ス
キ
ー
で
ニ
セ
ヨ
に
来
た
の
が

初
め
て
で
し
た
。

そ
の
頃
私
は
、
鐘
淵
化
学
工
業

（株
）

の
メ
ー
ン
エ
場
で
あ
る
兵
庫
県
高
砂
市

の
高
砂
工
業
所
に
勤
務
し
、
同
市
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。

―
―
そ
の
後
に
訪
れ
た
の
は
？

残
念
な
が
ら
、
昨
年
四
月
ま
で
の
二

十
年
間
も
な
か

っ
た
ん
で
す
。
転
勤
で

兄
弟
会
社
の
あ
る
道
南
の
森
町
に
来
た

の
が
よ
う
や
く
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

ゆ

っ
た
り
感
覚
で
、
山
が
あ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ぁ
り
ま
し
た
。

ま
ち
と
ま
ち
、
家
と
家
が
も

っ
と
離
れ

て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
―
″し
べ
つ
″　
に
住
む
単副
に
　
″し
べ

つ
″

っ
て
知

っ
て
い
ま
し
た
か
？

森
町
か
ら

″し
べ
つ
″
に
転
勤
と
聞

か
さ
れ
ま
し
た
が
、
正
直
言

っ
て
ど
の

辺
に
あ
る
ま
ち
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

最
初
は
上
川
管
内
の

「士
別
」
だ
と

…
。
地
図
を
広
げ
て
、
知
床
の
す
ぐ
近

く
だ
と
「
〕
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
所
で
、

自
分
で
は
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
都
会
が
ど
う
も
苦
手
で
す
。

―
―

″
し
べ
つ
″
に
来
て
、
ま
ず
驚
い

た
こ
と
は
？

飛
行
機
か
ら
下
を
見
下
ろ
す
と
、
畑

に
防
風
林
が
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
、
冬
は
寒
い
で
す
が
、
家
の

室
温
が
高
す
ぎ
る
こ
と
。
兵
庫
県
で
は

冬
で
も
２２
℃
に
設
定
、
暑
け
れ
ば
服
を

脱
ぐ
し
、
寒
け
れ
ば
着
る
。
こ
ち
ら
は

汗
ば
む
ほ
ど
暖
房
を
使

っ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
の
割
り
に
は
公
共
施
設

が
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

驚
き
ま
し
た
。
会
社
の
上
司
か
ら
話
し

を
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
以

上
で
し
た
。
ザ
一卿欄，あ
喋

¨̈”̈“̈̈̈
¨̈̈̈
一，！̈̈̈
一̈一一一一一一一一一一一一一十一十ヤ十，一，十！一！̈！̈一̈，一一一一一一一一十一一一一一一一十！一！一！十一一，一一一一一一”̈”一”一”，”，”，”，一一一！！一一，！一”，一一一一”，”，”，”，”，”，”，”，”，”，”，一一一一”，”，”，”，”，一一”一”，，，一一一一十一一一一十̈̈“一“一一，”，”，”一̈一”一十，

―
―
実
際

に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す

か
？引

越
し
の
際
に
い
ろ
い
ろ
と
近
所
の

方
々
に
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
た
い
へ
ん
心
強
く
思
い

ま
し
た
。
都
会
で
は
隣
り
近
所
の
付
き

合
い
が
な
く
、
こ
こ
に
は
そ
の
よ
さ
が

残

っ
て
い
ま
す
ね
。



から見た`しべつ、は…?

私
は
魚
釣
り
が
好
き
で
、
一
じ
ヽ
標

津
の
前
浜
で
コ
マ
イ
釣
り
に
行

っ
て
ま

す
。
そ
れ
が
け

っ
こ
う
釣
れ
る
ん
で
す

よ
。
私
に
と

っ
て
は
最
高
。
本
州
の
工

場
の
仲
間
か
ら

口
？
り
や
ま
し
い
な
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
こ
と
を
言
え
ば
、
日
曜
日

に
ほ
と
ん
ど
の
店
が
閉
ま

っ
て
い
ま
す

ね
。
仕
方
な
い
の
で
中
標
津
に
行

っ
て

し
ま
う
。
開
い
て
い
れ
ば
買
う
の
で
す

が
…
。
ま
た
、
人
間
は
夜
型
傾
向
に
あ

る
の
で
、
商
店
も
こ
れ
に
対
応
し
、
営

業
時
間
の
延
長
な
ど
も
今
後
、
考
え
て

い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

自
然
の
こ
と
を
言
え
ば
、
せ

っ
か
く

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
自
然
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
、
き
れ
い
な
花
も
あ
る
。
し
か
し
、

空
き
缶
や
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ

ミ
が
無
残
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

が
目
に
つ
き
ま
す
。
た
ぶ
ん
観
光
客
の

方
が
投
げ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
町
民

一
人
ひ
と
り
が
気
を

つ
け
た

い
も
の
で
す
ね
。

酬
靭
補
盤
器
”補
参
鞭
あ

”総
艦
”柵
一一棚
”隅
淵
蒜
冊
陛
新
”

―
―

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
？

ス
ポ
ー
ツ
の
町
と
聞
い
て
ま
し
た
が
、

そ
う
か
な
？
と
思
い
ま
す
。
剣
道
、
卓

球
な
ど
確
か
に
上
の
大
会
に
出
場
し
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
も

っ
と
グ

ラ
ン
ド

で
野
球
や
サ

ッ

カ
ー
な
ど
盛
ん
に
歓
声
が
沸
い
て
、
に

ぎ
や
か
な
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で
す
。

職
場
ぐ
る
み
で
で
き
る
気
軽
な

ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
が
多
く
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
う
ち
の
会
社
は
ま
だ
、
で

き
た
ば
か
り
で
、
町
民
と
の
交
流
の
場

と
し
て
も
い
い
し
、
会
社
の
若
い
人
た

ち
は
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、

出
会
い
の
場
と
も
な
り
ま
す
し
ね
。
ま

た
、
家
族
も
応
援
に
来
て
、
和
や
か
で

い
い
で
す
よ
。

―
―

″
じ
べ
つ
″
は

一
昨
年
ま
で
サ
ケ

の
水
揚
げ
日
本

一
と
い
う

こ
と
は
知

っ

て
い
ま
し
た
か
？

こ
こ
に
来
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し

工た
。

―
―

サ
ケ
の
消
費
拡
大

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は
？

”

ん
　
¨

さ

　

一翌
切

一

一””̈】”一″，・　　　　　　　　　　　　̈饗
の
　
一

向口”ン
　　　　　一

ヽ

　

　

一

的
　
一

た
　
一

し

　

一
型
―

―

―

一

都
会
で
は
サ
ケ
を
生
で

一
本
ま
る
ご

と
贈
ら
れ
て
も
処
理
で
き
ず
、
塩
ザ
ケ

し
か
食
べ
た
こ
と
が
な
い
の
が
実
情
。

本
州
で
サ
ケ
の
調
理
方
法
の
Ｐ
Ｒ
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
消
費

拡
大
の
上
か
ら
Ｐ
Ｒ
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

し
べ
つ
の
サ
ケ
は
品
質
が
良
い
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
品
質
で

勝
負
す
べ
き
。
生
だ
け
で
な
く

一
次
、

二
次
加
工
し
て
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

も

っ
て
工
夫
を
。
例
え
ば
、
サ
ケ
の
ル

イ
ベ
や
チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
な
ど
は
人

気
が
出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
？

今
年
の
あ
き
あ
じ
ま

つ
り
で
は
、
イ

ク
ラ
丼
の
無
料
提
供
が
よ
か

っ
た
で
す

ね
。
大
阪
か
ら
来
て
い
た
会
社
の
人
た

ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
で
す
が
、
も

っ
と

看
板
を
人
目
に
つ
く
場
所
に
設
置
し
て

は
ど
う
か
。
通
る
度
に

「
○
日
に
あ
る

ん
だ
な
」
と
思
う
。
チ
ラ
シ
も
よ
い
が
、

見
て
す
ぐ
た
た
ん
で
終
り
に
な

っ
て
し

ま
う
。
開
催
前
の
盛
り
上
げ
が
必
要
で

す
ね
。

―
―
最
後
に
町
民
の
皆
様
に
ひ
と
言
ど

う
ぞ私
と
し
て
は
し
べ
つ
は
自
然
に
恵
ま

れ
、
い
い
人
ば
か
り
だ
し
、
早
く
町
民

と
し
て
溶
け
込
も
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
。
転
勤
は
あ
る
が
、
来
た
か
ら
に
は

当
分
暮
ら
す

つ
も
り
で
す
。
町
民
か
ら

も
、
「
い
い
人
が
来
た
」
「
い
い
会
社
も

来
た
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る

の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



寄辱駆弁論・研究発表大会

鶴

標
津
町
中
学
校
連
盟
主
催
の
第
三
十

四
回
標
津
町
中
学
校
弁
論

・
研
究
大
会

が
、
十

一
月
四
日
、
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

弁
論
の
部
で
は
十
五
人
が
、
研
究
発
表

で
は
六
校
が
出
場
、
様
々
な
テ
ー
マ
で

自
ら
の
主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。

各
部
の
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
。

〈弁
論
の
部
〉

▽
松
下
晴
美

（川
北
中
三
年
）
「最
も
辛

い
時
が
最
も
辛
抱
が
必
要
な
時
」

〈
研
究
発
表
の
部
〉

▽
古
多
糠
中
学
校

（中
際
和
代
表
）

「芭
多
糠
小
中
学
校
周
辺
に
お
け
る
鳥

類
相
に
つ
い
て
」

こ
の
度
、
弁
論
の
部
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
松
下
さ
ん
の
弁
論
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

『最
も
辛
い
時
が

最
も
辛
抱
が

必
要
な
時
』

川
北
中
学
校
三
年

松
　
下

主
目

美

人
が
最
も
辛
い
時
、
苦
し
い
時
、　
一

番
に
思
い
つ
ぐ
こ
と
ば
は
文
字
ど
お
り

「苦
し
い
」
「辛
い
」
と
考
え
る
と
思
い

ま
す
。
私
も
今
年
の
春
ま
で
は
そ
う
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
こ
と

を
き

っ
か
け
に
私
は
違
う
考
え
を
も

つ

よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

私
は
今
年
の
春
か
ら
、
部
活
の
部
長
、

そ
れ
も
、
た
だ
の
部
長
で
は
な
く
伝
統

あ
る
吹
奏
学
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
私
の
姉
も
二
年
前
、
こ
つ
輸
と
を

務
め
て
い
ま
し
た
。

部
長
に
な

っ
た
日
、
私
は
姉
に
こ
ん

な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

「部
長
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
た
ま
り

だ
よ
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し

つ
ぶ
さ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
、
私
は
そ
の

一
言

が
か
ら
か

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ

え
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
日
が
た

つ
に
つ
れ
て
色
々
な
う
わ
さ
が
耳
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。

「
一
年
生

の
時
に
レ
ギ

ュ
ラ
ー
メ
ン

バ
ー
か
ら
落
と
さ

れ
た
人
が
部
長
な
　
　
　
　
　
　
‐‐‐‐

ん
て
務
ま
る
ん
だ

ろ
う
か
ね
」
と
か
、

「
ほ
か

の
三
年
生

の
部
員
な
ん
て
小

学
生
の
時
か
ら
吹

奏
続
け
て
き
た
の

に
松
下
さ
ん
な
ん

て
中
学
校
か
ら
始
め
た
ん
だ
よ
」
と
…
。

中
に
は
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
「松
下
さ
ん
が
部
長
―

本
当
に
？
今
年
で
川
中
吹
奏
部
も
お
し

ま
い
じ
ゃ
な
い
？
だ

っ
て
松
下
さ
ん
が

部
長
で
し
ょ
。
全
道
大
会
な
ん
て
行
け

る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
」
。

そ
れ
を
聞
い
た
時
私
は
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
他
の
み
ん
な
も

私
の
こ
と
を

「部
長
」
と
し
て
見
て
い

る
の
で
は
な
く

「初
心
者
」
と
し
て
見

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
込
ん
で

し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
や

っ

と
悔
し
さ
が
わ
い
て
き
て

一
週
間
ほ
ど

学
校
か
ら
帰

っ
て
き
て
は
、
部
屋
に
こ

も

っ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

「
も
う
部
長
な
ん
て
い
や
だ
。
誰
か
私

の
代
わ
り
に
部
長
や

っ
て
よ
！
」
泣
き

な
が
ら
、
そ
う
い
う
言
葉
が
頭
の
中
で

行

っ
た
り
来
た
り
。
こ
の
時
こ
そ
が
ま

さ
に
私
の

「最
も
辛
い
時
」
で
し
た
。

だ
れ
に
な
ん
と
言

っ
て
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
。
で
も
、
相
談
し
た
か
ら
と

い
っ
て
何
が
得
ら
れ
る
の
か
。
だ
れ
か

に
相
談
し
て
立
ち

直
ろ
う
と
し
て
い

た
は
ず

な

の
に
、

余
計
に
混
乱
し
て

し
ま

い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
を
立

ち
直
ら
し
て
く
れ

た
の
は
、　
一
年
生

の
時

の
部
活
の
先

生
で
し
た
。
今
は
も
う
転
勤
し
て
し
ま

い
身
近
に
は
い
ま
せ
ん
が
、
思
い
切

っ

て
そ
の
先
生
に
電
話
を
し
て
見
た
の
で

す
。
帰

っ
て
き
た
の
は
こ
ん
な
言
葉
で

し
た
。

「晴
美
、
部
長
は
部
の
中
で

一
番
大
き

な
存
在
な
ん
だ
ぞ
、
吹
奏
部
を
車
に
た

と
え
た
ら
部
長
は
エ
ン
ジ
ン
に
あ
た
る

ん
だ
よ
。
エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
た
ら
、
も

う
そ
の
車
は
た
だ
の
が
ら
く
た
だ
。
と

い
う
こ
と
は
、
部
長
が
く
じ
け
た
ら
部

の
全
体
、
漸
れ
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ

1 松 下 さ ん

な
ん
だ
よ
」
。

そ
れ
を
聞
い
て
私
は

「
こ
の
ま
ま
で

は
本
当
の
初
心
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。

泣
い
て
な
ん
て
い
ら
れ
な
い
。
部
を
引

っ
張

っ
て
い
く
の
は
、
こ
の
私
な
ん
だ
。

あ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
か
ら

っ
て
、
落

ち
込
ん
で
な
ん
て
い
ら
れ
な
い
ん
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
時
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が

「最

も
辛
い
時
が
最
も
学
抱
が
必
要
な
時
」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
私
は
気
持
ち
を

切
り
替
え

「
三
年
連
続
の
全
道
大
会
出

場
」
、
そ
し
て
、　
一
年
、
二
年
と
果
た
せ

な
か

っ
た

「全
道
大
会
金
賞
」
と
い
う

目
標
を
頭
に
お
い
て
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
練
習
の
時
も
で
き
な
く
て
、
く
じ

け
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
耐
え
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
念
願
の

「全
道
大

会
金
賞
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
が
あ

の
時
、
く
じ
け
て
い
た
ら

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
乱
れ
み
ん
な
に
迷
惑

を
か
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
「最
も
辛

い
時
が
最
も
辛
抱
が
必
要
な
時
」
私
は
、

こ
の
言
葉
に
助
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

こ
の
言
葉
で
今
ま
で
や

っ
て
こ
れ
た

部
長
も
数
日
た

っ
た
ら
新
部
長

ヘ
バ
ト

ン
タ

ツ
チ
し
ま
す
が
、
私
は
こ
の
言
葉

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
に
辛
い

こ
と
が
あ

っ
て
も
全
力
で
立
ち
向
か
お

う
と
思
い
ま
す
。
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管原 真由美さん (22)
一標津町商工会勤務―

「仕事は迅速・石往実をモツト
ーに」

♭昭和47年 弟子屈町生まれ。①型、水瓶座。

》標津高校卒業後、根室信用金庫標津支店に入社。平成5年 4月 に現在の商

工会に勤務

ら仕事で気を使つていることほと聞くと、「迅速・確実をモット
ー」にと話す

彼女。

レ趣昧は音楽鑑賞と料理。得意な料理はハンバ
ーグ、□―ルキヤベツ…。

早く食べさせてあげる彼氏を募集中とか。

ェ藤曙挙)さんちの
しゆん

駿
(H5.12.21

薫 別 ⑭

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/47.Ocm

体重/2,80① 9

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/73,4cm

休重/ 9,9k9

お母さんからひと言

「1ケ月早く生まれたのにもかかわ

らず、健診ではちよつと太りすぎと言

われてしまいましたが、カゼもひかず

とても元気です。自分の思うように

いかないと後ろにひつくり返つて怒

る 「駿」ですが、まだつかまり立ちも

できずただいま特訓中 !」

「誕生固まで歩くことは無理なの

で、ハイハイをしてオモチをしよわな

いとならないでしょう」。

ん

ｏ

回□囲圃

会 話 教 室

一 LESSON

色   ル ィ
ーバ

PLIBA

シロザケチヤヴf~チ ヤ
・IaBLI■ a

力二
クラブ
Rpa6

8-一

コマイ

カレイ

タラ

ズ ドラーストヴィチェ1

(こんにちは)1

ロシア語教室も8回 日、皆さん

上達しましたか ?

今月は魚です。

ナヴアニガ

HaBara

力…ムバラ
xaM6ala.
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〔内 科 医〕

標
津
病
塀
⑮
⑤
を③
①
堂
す

辮
餓
如謗
雛
勝
馴

鑑整

閣課

1誕塞

〔内 科 医〕

「だ
れ
も
が
気
軽
に

か
か
れ
る
病
院
に
」

▽
年
齢
１
３‐
歳

▽
生
ま
れ
十
九
州

・
宮
崎
県

▽
出
身
大
学
―
自
治
医
科
大
学

▽
趣
味
―
ゴ
ル
フ

・
野
球

▽
標
津
の
第

一
印
象
―

「広
く
て
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
寒
い

が
、
魚
介
類
が
新
鮮
で
お
い
し
い
」

▽
抱
負
―

「だ
れ
も
が
気
軽
に
か
か
れ
る
病
院
に

し
た
い
」

翻
離
，攣
麟
概
欝
繁

「誠
心
誠
意
を

も

っ
て
が
ん
ば
る
」

▽
勤
務
期
間
―
平
成
７
年
３
月
３‐
日
ま

で

（６
カ
月
間
）

▽
年
齢
１
３０
歳

▽
生
ま
れ
十
九
州

・
佐
賀
県

▽
出
身
大
学
―
久
留
米
大
学

▽
趣
味
―
ス
キ
ー

・
ス
キ

ュ
ー
バ

イ
ビ
ン
グ

▽
標
岸
の
第

一
印
象
は
―

「
み
な
さ
ん
気
さ
く
で
、
い
い
人
ば
か

り
。
交
通
事
故
が
多
い
こ
と
」

▽
抱
負
―

「誠
心
誠
意
を
も

っ
て
、
自
分
が
で
き

る
範
囲
で
全
力
を
尽
く
し
、
が
ん
ば

り
た
い
」

緊
醒
贈軸一帥リ

整出継
,H表:る!

鶴雪

▽
生
ま
れ
十
九
州

・
福
岡
県

▽
出
身
大
学
―
久
留
米
大
学

―
ダ
　
　
▽
趣
味
―
読
書

・
映
画
鑑
賞

▽
標
岸
の
第

一
印
象
は
―

1願努

織
！！！榔
舞
“

「
カ
ゼ
は
悪
化
す
る

前
に
治
し
た
い
」

▽
勤
務
期
間
―
平
成
７
年
２
月
２８
日
ま

で

（４
カ
月
間
）

▽
年
齢
１
２６
歳

「と
に
か
く
寒
い
の
に
び

っ
く
り
。
九

州
と
は
２０
℃
の
気
温
差
が
あ
り
ま
す
」

▽
抱
負
―

「
カ
ゼ
の
患
者
さ
ん
が
多
い
よ
う
な
の

で
悪
化
す
る
前
に
治
し
て
あ
げ
た
い
」

、『時嘉鋼避睡撃熱を

嬰槃彗けます

新年暑から、「B寺事川柳」

のコーナーを始めます。

ハガキまたは、用紙に川

柳と住所、氏名を記入の上、

役場広報統計係に郵送また

は、持参してください。

匿名でもかまいません。

たくさんの川柳をお待ちし

ています。

〔外 科 医〕

●役

●町 立 病

●中央公民館- 1 2 月 3 1 日から1 月5 日まで休みます。

●| | 1 北公民館- 1 2 月 3 1 日から1 月5 日まで休みます。

●し尿くみ取リー 12月 30日から1月 8日まで休みます。

●ゴ ミ 収 集―-12月 31日から1月 5日まで休みます。

町の年末 ・年始の業務
場―一〈12月 30日 御用納め、 1月 6日 御用始め〉

12月 31日 から1月 5日 まで休みとなります。

休み中の急用については受け付けます。

(※12月 30日 午後から閉庁)

院一-12月 30日 から1月 5日 まで休診となります。
休日の急患は受け付けます。
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町民の方々の自主的なまちづくり活動

を資金面から支援する制度として 「標津

町まちづくり振興補助金」があります。

この補助制度の目的は、自主的なまち

づくりの推進と、活動の輪を広げてもら

おうというものです。

対象となる事業は、次のとおりとなっ

ていますので、どうぞご利用ください。

レ補助対象者

町民で組織する団体

>補 助対象事業

①まちづくリイベント事業

②個性的、地域的な産業振興事業

③まちづくり振興のための後援会等研修

事業

④その他、まちづくり振興上、特に必要

と認められる事業

卜補助率及び限度額

補助対象経費の3分の2以内、1件につ

き3万円以上 100万円以内

●お問い合わせ先

役場企画振興課 (a2-2131内 線111)

町では、北海道東方沖地震で被害を受け

た住宅や事業経営施設の復旧などのた

め、金融機関から資金を借入れした方に

対し、利子の一部を補助いたします。

詳しくは、広報に折り込みしたチラシ

をご覧ください。       .

なお、手続は12月 20日 までとなって

いますので、お早めに手続願います。

一役場福祉保健課・農林課・商工観光課―

警察では、年末に多発する犯罪や事故

などを未然に防止するため、特別警戒を

実施しています。

町民の皆様も次のことに気をつけて犯

罪防止にご協力ください。

●金融機関からの多額の現金の引き出し

は、できるだけ2人以上で行う。

●長期間留守にする時は戸締まりを確認

し、お隣りに一声かけて。

●凶悪事件の多くは盗難車が使用されま

す。車から離れる時は 「キーを抜き、

ドアロックを」。

―中標津警察署―

上記の図のとおり、古多糠地区の 「一

般道道古多糠川北線」の一部を冬期間の

ため、通行止めとしますので、お知らせ

します。

>期   間

平成 6年 12月 1日から

平成 7年 4月 10日 まで

一釧路土木現業所中標津出張所

(でヽ01537-2-3213)一

町内の交通事故

1 1 月
()は黒計   津 r

人身事故   3件 (8件 )

負 傷 者   4人 (19人)

死 亡 者   0 人 ( 1 人)

物損事故  17件 (161件)

死亡事故ゼロの日

2 7 8日 01カ城D

▽
１０
月
２８
日

（町
内
）

臨
時
町
議
会

▽
１０
月
３‐
日

（釧
路
）

根
室
地
方
総
合
開
発
期
成
会
陳
情

（地
震
災
害
復
旧
、
開
発
予
算
）

▽
１１
月
１
日

（札
幌
）

北
海
道
町
村
会
政
策
研
究
会

▽
１１
月
４
日

（札
幌
）

栽
培
漁
業
基
金
運
営
委
員
会

▽
１１
月
７
～
９
日

（札
幌

・
東
京
）

根
室
地
方
総
合
開
発
期
成
会
陳
情

（地
震
災
害
復
旧
、
開
発
予
算
）

▽
１１
月
１０
日

（中
標
津
）

報
道
関
係
者
と
の
懇
談
会

▽
１１
月
１１
日

（札
幌
）

職
員
共
済
組
合
役
員
会

▽
１１
月
１５
日

（帯
広
）

帯
広
営
林
局
管
内
国
有
林
野
所
在
市

町
村
長
連
絡
協
議
会
総
会

▽
１１
月
１８
日

（東
京
）

道
路
関
係
予
算
確
保
全
道
総
決
起
大

会
及
び
中
央
陳
情

▽
１１
月
１９
日

（根
室
）

鈴
木
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
特

別
委
員
長
に
対
す
る
陳
情
会

寄
付

……
あ
潮ヽ
部
と
う

…………………遇
総
郷
一一一智
し
た

●

町
に
東
方
沖
地
震
の
見
舞
金
と

し
て
―
―
北
海
道
自
治
体
労
働

組
合
連
合
、
北
海
道
市
町
村
職

員
共
済
組
合
、
北
海
道
市
町
村

職
員
福
祉
協
会

．

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
―
―

蔭
山
秀
夫
さ
ん

。
田
中
照
さ
ん

（香
典
返
し
を
や
め
て
）

聖
友
標
津
支
所

（活
動
資
金
と

●

し
こ
は
ま
な
す
苑
に
タ
オ
ル
を
―
―

弥

生

会

・
ラ

ッ

コ

ク

ラ

ブ

●

町
に
桜
Ｑ
田
木
を
―
―

（株
）
上

国
組

人口のうごき

平成6年11月1日lEE在

()ほ 前月比

人 □ 6, 8 6 0人 (一

男  3,335人  (一

女  3,525人 (一

世帯数 2,026世 帯 (一

・
５

２

３

２
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(12

第 17回秋季町民卓球大会

~ 〔 9時～標津中体育館〕

。第2回町親睦ソフトバレーボール大会

〔9時 30分～川北体育館〕

・第21回教育長杯争奪バスケットボール

大会

〔9時～標津高体育館〕

。第18回管内中学校剣道新人戦優勝大会

〔9時 30分～鳩ケ丘体育館〕

・アシックスちびっ子バレーボール教室

〔14時～標津中体育館、18日 も9時～

同場所で〕

は[唇王署回の 判 獣 紳 回

東西対抗剣道大会

〔9時～鳩ケ丘体育館〕

・町営スケートリンク落成式・オープンセ

レモニー

〔10時～町営スケートリンク〕

「安全はスピードダウンとゆとりから」

E期 間 12月 1日から10日

■重点 ・スリップなどによる交通事故

の防止

・飲酒運転の防止

一中標津警察署 ・役場住民課―

■乳児健診

19日 (月)

〔13時～13時30分/農 改センター〕

■乳幼児相談

13日 (火)〈標津〉

〔9時 30分 ～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10。13カ月児、午後の部

4・7カ月児対象

15日 (木)くサ|1北〉

〔13時 30分～14時 30分/川 北公民

館〕

※4・7・10・13カ月児対象

■離乳食教室

14(水 )

〔13時30分～農改センター

■1才6カ月児健診

20日 しく)

〔9時～10時/役 場2F集会室〕

月 分〉
■3才児健診

21日 (水)

〔13時～14時/役 場2F集会室〕

■歯ピカ教室

5 日 ( 月) 。6 日 ( 火)

〔釧寺30分～10時30分、 138寺30ダンV

14時30分/農 改センター〕

成 人

■一般健康相談

7日 (水)

〔13時 30分～15時/茶 志骨パイロッ

ト会館〕

15日 (本)

〔10時～11時 30分/サ十ロヒ公民館〕

22日  (木 )

〔13時～16時/役 場相談室〕

■糖尿病健康相談

16日 (金)

〔10時～16時/役 場相談室〕

※農改センター…農村環境改善センターの略

曜 日
一般廃棄物収集区域
(祭日は休みです)(有  料 )

不燃物収集日

(無  料 〉

月・木
新川上町・若車町・サ|1上町・来町・

緑町 ・3伽宋町 ・曙町

12月8日。12月22日

1月9日  (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住首町 。東浜町

12月9日・12月20日
(金)    (火 )

1辰攻9日

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別・崎無異・古多糠

12月7日。12月21日

1月 11日  (水 )

東方沖地震による被害のため、総合

体育館は、復旧するまでしばらくの間

使用できません。

町民のみなさんにご不便をお掛けし

ますが、ご理解のほどよろしくお願い

いたします。 ☆ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょつ。
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12月 4日から10日までは 「人権週間」

です。

皆さんが、毎日の生活を営んでいく上

で、これは人権問題ではないだろうかと

感じたり、法律上どのようになるかわか

らないため困ったりすることがあると思

います。

法務局や人権擁護委員は、『夫婦親子
・

相続 ・金銭貸借 ・不動産 ・借地借家
・い

じめ ・体罰 ・名誉信用 ・差別 ・公害』等

の問題、その他心配ごとなどの相談に応

じます。

よって、次のとおり「特設人権相談所」

を開設しますので、お気軽に相談してく

ださい。

■日時 12月 5日 10時～15時

■場所 標 津町役場 1階会議室

相談は無料で人権擁護委員、法務局職

員が相談に当たり、秘密は固く守られま

す。

〈私のまちの人権擁護委員〉

矢吹弘照 (川北)a5-2056

疋日敏一 (標津)a2-2103

※相談所開設時以外でも随時相談を受

け付けますのでお気軽にどうぞ。

※詳しくは、9‖路地方法務局根室支局

OS 01532-3-4874)へ 、

評せ で

ラ副ギ

す。

見舞金の使途については標津町民生委

員児童委員協議会、標津町社会福祉協議

会で十分検討され、各対象の方へ贈られ

ます。

また、特に「大口篤志募金」の名日で、

町内の事業主の方々に、共同募金会役員

が直接お伺いし、篤志募金のお願いを申

し上げますので、その節はよろしくお願

いいたします。

一社会福祉法人北海道共同募金会

標津支部一

■講座の目的

「私たちの健康は私たちの手で」をス

ローガンに健康づくりの三要素 「栄養・運

動 ・休養」について学び、実践していく

方を養成します。

■対象者

今回は標津市街地区、沿岸地区 (東浜

町、住吉町、伊茶仁、忠類、薫別、崎無

異)に 住む婦人を対象とします。

■内容

年代別、病気別の栄養の摂り方を学ん

だり、調理実習を行います。

食品添加物についての学習や実験をし

たり、成人病の知識を深めるための講習

やエアロビクスなどの運動、皮膚のケア

を学ぶための化粧講座、80才 まで20本

の自分の歯を残すための講座など、健康

づくりに関するテーマを掲げて、展開し

ていく講座です。

■養成講座期間

平成7年 4月から平成9年 3月までの2

年間 (平成7年度は10回の講座を予定し

ています)。

■申し込みお問い合わせ先

役場保健指導班 (a内線 131・138)へ、

平成7年 1月 9日 まで。

力もノ:

ゆ 簗轟

12月 31日を調査日として、平成6年

工業統計調査と石油等消費構造統計調査

が今年も実施されます。

対象となる事業所には、統計調査員が

調査票をもって伺います。ご協力をよろ

しくお願いします。一役場企画振興課
―

翻鰻橘総選鉛
釜ヽ鋼茶範妻翠

■年賀状はお早めに出してください。 ―

年賀状の受付は12月 15日から始まり

ます。郵便局では、大量の年賀状をお正

月にお届けするために、計画的、能率的

に作業を進めることとしております。

郵便局職員は一通でも多くの年賀状を

元旦に配達することができるように
一丸

となって作業に当りますが、皆様も年賀

状は12月 24日 までにお出しいただきま

すようご協力お願いします。

～みんなで明るくあたたかく

町民歳末たすけあい～

平成6年度の歳末たすけあい運動が12

月 1日から全国
一斉に始まります。町内

の恵まれない方々に多少の歳末見舞金を

贈り、町民そろって楽しいお正月を迎え

たいと思います。

この趣旨をおくみとりいただき、皆様

のあたたかいご協力をお願いいたしま

15

■ガス漏れに気づいたら…

①器具コックや元栓を閉める。   ｀ 、/か

②付近の使っている火気をすべて消す

(電気のスイッチを切ると火花で引火

する危険があるので離れている場所で

電源を切る)。

③窓や戸を開けて換気を十分に行う (う

ちわなどで外にあおぎ出す)。

④ガスの種類によって滞留するところが

違うので、ご家庭で使用しているガス

の性質を知っておく。(プロパンガス

は、空気より重いので床の低いとヽころ

にたまります)。

⑤ガスの匂いが、強い時は、隣近所に知

らせて火気の使用を中止させる。

⑥消防署やガス取り扱い業者にすぐ連絡

をする。 ―標津消防署一



も
そ
の
こ
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私
は
以
前
ま
で
、
自
分
の
生
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育

っ
た
ま
ち
、
標
津
町
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い
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い
ろ
な
面

で

「
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と
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う
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い
い
の
に
」

「も

っ
と
こ
う
し
た
ら
い
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に
」
と
思

う
こ
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が
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さ
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あ
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ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
高
校
卒
業
後
、
短
大
に
通
う

た
め
に
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れ
る
こ
と
に
な

っ
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時
は
、
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し
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よ
り
も
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感
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し
か
し
、
二
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間
標
津
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、
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「
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が
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確
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通

っ
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い
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り
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し
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過
ご
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い
ま
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、

標
津
と
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べ
る
と
、
空
気
は
汚
れ
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い
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も
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と
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感
じ
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、
た
く
さ
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み
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で
、
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感
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と
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あ
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ま
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。

そ
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、
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と
い

っ
た
た
く
さ
ん
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然
に
囲
ま
れ
、
空

気
も
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、
そ
し
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何
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べ
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が

と
て
も
お
い
し
く
、
生
活
し
て
い
く
の

に
と
て
も
良
い
環
境
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の
で
す
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私

は
こ
の
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く
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。
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。
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べ
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。

昔
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少
年
団
も
、
今
で
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当
時
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分
ぐ
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い
の
人
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な

っ
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い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
の
子
供
の
数
の
減
少
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
仕
方
な
い
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
標
津
は

「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
」
、
特
に
剣
道
は
町
技
で
も
あ
る

の
で
、
昔
の
よ
う
に
も

っ
と
人
数
が
増

え
て
活
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い

ま
す
。

標
津
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
思

っ
た

こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
私
は
、

こ
の
ま
ち
は
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
何
年
た

っ
て
も
何

十
年
た

っ
て
も
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
住

み
よ
い
ま
ち
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

※
次
の

「
ま
ち
の
声
」
は
桜
木
町
の

新
田
義
信
さ
ん
で
す
。

標
津
推設
|

っ
鞠
難

愚
．一つ
こ
と
』

えび な  く  み  こ

姥名 久美子さん
(望ケ丘町)

=古 多糠小中学校勤務=

♭毎週土曜日の 「標津・魚の日」が大

好評。予想を上回るたくさんの人で

にぎわっています。新鮮な海の幸が

格安で買えるのですから、消費者に

とってはありがたいことです。レ主

催者側の漁業者や関係者は大変なご

苦労だと思いますが、「標津に行った

ら新鮮な魚が安く買えるぞ」と、こ

れが合言葉になり、消費拡大と標津

のPRに は、うってつけですね。

レさて、早いもので今年も終ろうと

しています。みなさん、今年はどの

ような年でしたか?良かった人や
｀
も

う一つだった人 もいると思います

が、来年に向けてがんばりましょう。

(ひ )

おくやみ申し上げます

=モ
メ

、配§回節 翻鸞鱗欝醐:靭靭盤iiづ騨鶴豊ヅ欝
ご結婚おめでとうお誕生おめでとう
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夫 の 氏 名 妻 の 氏 名 住   所

手 嶋 幸 治 さん 石井ひとみさん 曙   町

杉 山 佳 尚 さん 今 井 織 江 さん 薫   別

山 日博 幸 さん 山 崎 美 幸 さん 曙   町

阿部  徹 さん 松 日  香 さ ん 寿   町

尾前幸太郎さん 山保美喜代さん 曙   町

滝本貫美雄さん 同 山 裕 子 さ ん 東 |||

お な ま え 住  所 保 護 者

松上 莉美ちゃん 東古多糠 松 上 秀 敏

太日 智 絵ちゃん 茶 志 骨 太 日 俊 巳

白演有希子ちやん 本  町 白 濱 郁 夫

櫻井 優芥くん 寿  町 機 井 正 人

開坂 括次くん 薫  別 開 坂 寿 一

※広報に掲載した方の写真を差し上げ

ます。

希望者は役場広報統計係

a2-2131内 線 110ま で。

氏 名 住  所 年   齢

蔭山 ハ ナさん 西 川 北 87歳

竹野 矢□子さん 茶 志 骨 56歳

日中  意 さん 北 標 津 72歳

印刷/標津印刷株式会社
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